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本
事
業
は
、
平
成

　

本
事
業
は
、
平
成
2121
年
度
事
業
方
針
に
お
け
る
重
点
テ
ー
マ
「
次
代
を
担
う

年
度
事
業
方
針
に
お
け
る
重
点
テ
ー
マ
「
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
す
る
取
組
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
す
る
取
組
で
あ
る
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に

　
「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に

は
、
天
然
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
が
今
後
と
も
世
界
か
ら
『
品
格
あ
る
国
家
』

は
、
天
然
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
が
今
後
と
も
世
界
か
ら
『
品
格
あ
る
国
家
』

と
し
て
認
識
さ
れ
、
信
頼
を
得
つ
つ
発
展
し
、
知
的
存
在
感
を
保
持
し
な
が
ら

と
し
て
認
識
さ
れ
、
信
頼
を
得
つ
つ
発
展
し
、
知
的
存
在
感
を
保
持
し
な
が
ら

成
長
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
育

成
長
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
（
提

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
（
提

言
）」（
平
成

言
）」（
平
成
1717
年年
99
月
／
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
検
討
会
）
が
あ
る

月
／
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
検
討
会
）
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
世
界
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
世
界
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

夢
や
目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
「
意
欲
」
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で

夢
や
目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
「
意
欲
」
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

平
成

　

平
成
1818
年年
22
月
に
文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
子
ど
も
の
意
欲
・
や
る
気
等
の

月
に
文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
子
ど
も
の
意
欲
・
や
る
気
等
の

向
上
・
低
下
に
係
る
調
査
研
究
成
果
・
事
例
の
収
集
調
査
（
結
果
の
概
要
）」

向
上
・
低
下
に
係
る
調
査
研
究
成
果
・
事
例
の
収
集
調
査
（
結
果
の
概
要
）」

で
は
、
子
ど
も
の
意
欲
を
「
自
己
効
力
感
（
課
題
を
達
成
で
き
る
可
能
性
の
認

で
は
、
子
ど
も
の
意
欲
を
「
自
己
効
力
感
（
課
題
を
達
成
で
き
る
可
能
性
の
認

知
）」
や
「
積
極
性
」、あ
る
い
は
「
自
己
肯
定
（
受
容
）
感
」、「
主
体
性
」、「
リ
ー

知
）」
や
「
積
極
性
」、あ
る
い
は
「
自
己
肯
定
（
受
容
）
感
」、「
主
体
性
」、「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
子
ど
も
自
身
が
自
己
を
認
め
、
様
々
な
事
象
に
前
向
き
か

つ
積
極
的
に
取
り
組
む
力
や
そ
の
行
動
に
着
目
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
「
自
己
効
力
感
」、「
積
極
性
」
や
「
主
体
性
」

を
向
上
さ
せ
、
他
者
と
の
連
帯
感
を
得
ら
れ
、
意
欲
的
な
活
動
傾
向
を
増
加
さ

せ
る
活
動
・
取
組
と
し
て
、
成
功
体
験
・
達
成
経
験
を
伴
う
野
外
体
験
活
動
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
の
提
言
等
と
こ
れ
ま
で
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
実
施
し
て
き

た
事
業
成
果
及
び
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
関
す
る
先
行
研
究
を
、
国
立
妙
高
青
少

年
自
然
の
家
の
施
設
業
務
運
営
委
員
会
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
専
門
部
会
な
ど
で

十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
①
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
、
②
自
ら
考
え

行
動
す
る
力
、③
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
、

④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
へ
導
こ
う
と
す
る
力
、
⑤
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ

り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力
、を
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー
性
を
特
定
す
る
要
素（
資

質
・
能
力
）
と
し
て
絞
り
込
ん
だ
。

　

本
事
業
で
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
蓄
積
し
て
い
る
青
少
年
を
対

象
と
し
た
長
期
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
現
代
を

生
き
る
青
少
年
に
関
わ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
リ
ー
ダ
ー
性
の
育
成
」
に
特

化
し
た
長
期
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
参
加

者
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指
す
方
策
と
し
て
、
個
人
活
動
（
セ
ル
フ
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
と
集
団
活
動
（
チ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
を
取
り
入
れ
た
野
外
活
動
場

面
を
意
図
的
に
設
定
す
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン

グ
（
妙
高
―
寺
泊
間
約
1
2
0
キ
ロ
や
佐
渡
島
一
周
約
1
8
0
キ
ロ
）
を
中

心
と
す
る
陸
上
活
動
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
越
佐
海
峡
横
断
（
寺

泊
―
赤
泊
間
約
40
キ
ロ
）
を
中
心
と
す
る
水
上
活
動
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
参
加
者
の
だ
れ
も
が
リ
ー
ダ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
一
人
一
人
の
参

加
者
が
も
つ
（
あ
る
い
は
秘
め
て
い
る
）
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

発
揮
し
や
す
い
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
本
事
業
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
追
跡
し
た
。
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本
事
業
は
、
平
成
21
年
度
事
業
方
針
に
お
け
る
重
点
テ
ー
マ
「
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
す
る
取
組
で
あ
る
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に

は
、
天
然
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
が
今
後
と
も
世
界
か
ら
『
品
格
あ
る
国
家
』

と
し
て
認
識
さ
れ
、
信
頼
を
得
つ
つ
発
展
し
、
知
的
存
在
感
を
保
持
し
な
が
ら

成
長
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
（
提

言
）」（
平
成
17
年
9
月
／
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦
略
検
討
会
）
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
世
界
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

夢
や
目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
「
意
欲
」
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

平
成
18
年
2
月
に
文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
子
ど
も
の
意
欲
・
や
る
気
等
の

向
上
・
低
下
に
係
る
調
査
研
究
成
果
・
事
例
の
収
集
調
査
（
結
果
の
概
要
）」

で
は
、
子
ど
も
の
意
欲
を
「
自
己
効
力
感
（
課
題
を
達
成
で
き
る
可
能
性
の
認

知
）」
や
「
積
極
性
」、あ
る
い
は
「
自
己
肯
定
（
受
容
）
感
」、「
主
体
性
」、「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
子
ど
も
自
身
が
自
己
を
認
め
、
様
々
な
事
象
に
前
向
き
か

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
子
ど
も
自
身
が
自
己
を
認
め
、
様
々
な
事
象
に
前
向
き
か

つ
積
極
的
に
取
り
組
む
力
や
そ
の
行
動
に
着
目
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

つ
積
極
的
に
取
り
組
む
力
や
そ
の
行
動
に
着
目
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
「
自
己
効
力
感
」、「
積
極
性
」
や
「
主
体
性
」

そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
「
自
己
効
力
感
」、「
積
極
性
」
や
「
主
体
性
」

を
向
上
さ
せ
、
他
者
と
の
連
帯
感
を
得
ら
れ
、
意
欲
的
な
活
動
傾
向
を
増
加
さ

を
向
上
さ
せ
、
他
者
と
の
連
帯
感
を
得
ら
れ
、
意
欲
的
な
活
動
傾
向
を
増
加
さ

せ
る
活
動
・
取
組
と
し
て
、
成
功
体
験
・
達
成
経
験
を
伴
う
野
外
体
験
活
動
な

せ
る
活
動
・
取
組
と
し
て
、
成
功
体
験
・
達
成
経
験
を
伴
う
野
外
体
験
活
動
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
の
提
言
等
と
こ
れ
ま
で
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
実
施
し
て
き

　

以
上
の
提
言
等
と
こ
れ
ま
で
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
実
施
し
て
き

た
事
業
成
果
及
び
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
関
す
る
先
行
研
究
を
、
国
立
妙
高
青
少

た
事
業
成
果
及
び
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
関
す
る
先
行
研
究
を
、
国
立
妙
高
青
少

年
自
然
の
家
の
施
設
業
務
運
営
委
員
会
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
専
門
部
会
な
ど
で

年
自
然
の
家
の
施
設
業
務
運
営
委
員
会
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
専
門
部
会
な
ど
で

十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
①
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
、
②
自
ら
考
え

十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
①
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
、
②
自
ら
考
え

行
動
す
る
力
、③
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
、

行
動
す
る
力
、③
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
、

④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
へ
導
こ
う
と
す
る
力
、
⑤
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ

④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
へ
導
こ
う
と
す
る
力
、
⑤
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ

り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力
、を
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー
性
を
特
定
す
る
要
素（
資

り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力
、を
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー
性
を
特
定
す
る
要
素（
資

質
・
能
力
）
と
し
て
絞
り
込
ん
だ
。

質
・
能
力
）
と
し
て
絞
り
込
ん
だ
。

　

本
事
業
で
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
蓄
積
し
て
い
る
青
少
年
を
対

　

本
事
業
で
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
蓄
積
し
て
い
る
青
少
年
を
対

象
と
し
た
長
期
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
現
代
を

象
と
し
た
長
期
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
現
代
を

生
き
る
青
少
年
に
関
わ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
リ
ー
ダ
ー
性
の
育
成
」
に
特

生
き
る
青
少
年
に
関
わ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
リ
ー
ダ
ー
性
の
育
成
」
に
特

化
し
た
長
期
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
参
加

化
し
た
長
期
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
参
加

者
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指
す
方
策
と
し
て
、
個
人
活
動
（
セ
ル
フ
チ
ャ

者
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指
す
方
策
と
し
て
、
個
人
活
動
（
セ
ル
フ
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
と
集
団
活
動
（
チ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
を
取
り
入
れ
た
野
外
活
動
場

レ
ン
ジ
）
と
集
団
活
動
（
チ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
を
取
り
入
れ
た
野
外
活
動
場

面
を
意
図
的
に
設
定
す
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン

面
を
意
図
的
に
設
定
す
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン

グ
（
妙
高
―
寺
泊
間
約

グ
（
妙
高
―
寺
泊
間
約
1
2
0

1
2
0
キ
ロ
や
佐
渡
島
一
周
約

キ
ロ
や
佐
渡
島
一
周
約
1
8
0

1
8
0
キ
ロ
）
を
中

キ
ロ
）
を
中

心
と
す
る
陸
上
活
動
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
越
佐
海
峡
横
断
（
寺

心
と
す
る
陸
上
活
動
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
越
佐
海
峡
横
断
（
寺

泊
―
赤
泊
間
約

泊
―
赤
泊
間
約
4040
キ
ロ
）
を
中
心
と
す
る
水
上
活
動
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

キ
ロ
）
を
中
心
と
す
る
水
上
活
動
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
参
加
者
の
だ
れ
も
が
リ
ー
ダ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
一
人
一
人
の
参

　

ま
た
、「
参
加
者
の
だ
れ
も
が
リ
ー
ダ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
一
人
一
人
の
参

加
者
が
も
つ
（
あ
る
い
は
秘
め
て
い
る
）
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

加
者
が
も
つ
（
あ
る
い
は
秘
め
て
い
る
）
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

発
揮
し
や
す
い
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
本
事
業
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た

発
揮
し
や
す
い
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
本
事
業
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
追
跡
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
追
跡
し
た
。
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妙
高
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
０
９

こ
の　

　
　
え
る　

  

し
い

出会

自分

新

夏

の
チ
ャ
レ
ン
ジ

７
月
26
日（
日
）午
後
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
24
名

の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
が
国
立
妙
高
青
少

年
自
然
の
家
に
集
ま
っ
た
。
約
２
週
間
前
の
事
前

説
明
会
と
は
一
味
違
う
気
持
ち
で
の
集
合
と
な
っ

た
よ
う
だ
。い
よ
い
よ
今
日
か
ら
２
週
間
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
る
。
開
校
式
の
あ
と
も
う
一
度
ど
ん

な
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
様
子
を
見
合
う
。
簡

単
な
ゲ
ー
ム
で
ま
ず
は
名
前
を
確
認
し
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
プ
活
動
全
体
を
通
し
て
ふ
り

か
え
り
の
手
法
と
し
て
使
う
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ

プ
」
の
学
習
が
始
ま
る
。
６
人
ず
つ
の
４
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
」
の
描
き
方
や
使

い
方
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
最
後
に
２
週
間
の
キ
ャ

ン
プ
で
は
自
分
は
ど
の
よ
う
な
め
あ
て
で
取
り
組

む
か
、
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
の
考
え
を
出
し
合
い
発
表
し
あ
っ
た
。

２
日
目
か
ら
は
、
野
尻
湖
周
辺
の
湖
楽
園
キ
ャ

ン
プ
場
に
移
動
し
、
テ
ン
ト
で
宿
泊
し
な
が
ら
の

カ
ヌ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。
雨
が
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
す
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、
第

３
ス
テ
ー
ジ
で
越
佐
海
峡
を
横
断
の
た
め
の
カ

ヌ
ー
技
術
と
長
距
離
キ
ャ
ン
プ
で
必
要
な
基
本
的

キ
ャ
ン
プ
技
術
（
テ
ン
ト
設
営
や
野
外
炊
事
の
仕

方
な
ど
）
を
学
ぶ
。

カ
ヌ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
パ
ド
ル
の
使
い
方

や
カ
ヌ
ー
が
転
覆
し
た
と
き
の
着
脱
の
方
法
等
を

学
ん
だ
。
初
め
て
の
カ
ヌ
ー
体
験
。
最
初
は
思
う

よ
う
に
カ
ヌ
ー
が
進
ま
ず
、
体
力
的
に
も
精
神
的

に
も
き
つ
い
様
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
３
日
目
に

は
野
尻
湖
を
周
遊
で
き
る
ほ
ど
上
手
に
カ
ヌ
ー
を

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
は
、
テ
ン
ト
の
張
り

方
や
野
外
炊
事
の
方
法
を
学
ん
だ
。
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、協
力
し
な
が
ら
の
活
動
を
体
験
す
る
。

は
じ
め
は
時
間
が
か
か
る
が
徐
々
に
役
割
分
担
や

助
け
合
い
が
生
ま
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
行
く
。

夜
は
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
の
ふ
り
か
え
り
を
一

14泊

15日

【第1ステージ】
トレーニング
キャンプ

２６日（日）
～

２９日（水）

７月

自
分
は
ど
の
よ
う
な
め
あ
て
で
取
り
組
む
か
、

　
　

グ
ル
ー
プ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。



人
一
人
で
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
な

が
ら
、
明
日
の
め
あ
て
を
確
認
し
あ
っ
た
。 

こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
初
め
て
の
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
実

施
。国

立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
周
辺
で
サ
イ
ク
リ

ン
グ
技
術
と
交
通
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。天
候
は
雨
。

視
界
も
悪
か
っ
た
が
、
本
番
で
の
活
動
も
同
じ
状

況
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

翌
日
か
ら
妙
高
か
ら
寺
泊
ま
で
の
移
動
型
キ
ャ

ン
プ
が
始
ま
っ
た
。
最
初
は
大
潟
キ
ャ
ン
プ
場
ま

で
約
40
ｋ
ｍ
の
行
程
。
天
気
は
晴
れ
。
水
分
補
給

の
仕
方
や
ペ
ー
ス
配
分
も
考
え
、
自
転
車
を
こ
ぎ

続
け
た
。　

キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
た
ち
だ
け
で
テ
ン
ト
を
設
営
し
た
り
、
野
外
炊

事
を
し
た
り
す
る
活
動
を
体
験
し
、
話
し
合
い
で

役
割
を
決
め
な
が
ら
協
力
の
仕
方
を
学
ん
で
い

く
。翌

日
は
、
寺
泊
ま
で
の
約
70
ｋ
ｍ
の
行
程
で
あ

る
。交
通
量
の
多
い
国
道
を
安
全
に
走
行
し
た
り
、

苦
し
い
上
り
坂
を
上
っ
た
り
す
る
た
め
に
互
い
に

「
後
ろ
か
ら
車
。」「
段
差
が
あ
る
よ
。」「
あ
と
も

う
少
し
で
て
っ
ぺ
ん
。」
な
ど
声
を
掛
け
合
い
目

的
地
ま
で
向
か
う
姿
も
生
ま
れ
る
。
途
中
休
憩
し

て
い
る
と
、
新
聞
で
情
報
を
知
っ
た
近
く
の
方
か

ら
ス
イ
カ
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
。
思
わ
ぬ

差
し
入
れ
に
子
供
た
ち
も
疲
れ
が
癒
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
寺
泊
の
目
的
地
に
ゴ
ー
ル
。
み
ん
な

で
健
闘
を
た
た
え
あ
う
。そ
の
夜
は
、第
２
ス
テ
ー

ジ
を
ふ
り
か
え
り
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
め
あ
て
を
話

し
合
っ
た
。

【第2ステージ】
サイクリング
トレーニング、
長距離サイクリング1日（土）

30日（木）
～ 8月

７月

今
日
か
ら
は
、
湖
と
は
違
う
波
の
高
い
海
で
の

カ
ヌ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
る
。

波
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
練
習
を
始
め
た
。
中

に
は
波
に
酔
う
子
ど
も
や
、思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い
る
。
２
日

後
に
佐
渡
海
峡
を
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
ち
ょ
っ
と
不
安
に
な
る
１
日
で
あ
っ
た
。
夜

の
ふ
り
か
え
り
で
は
、
本
番
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
取
り
組
む
か
を
考
え
話
し
合
っ
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
も
ご
近
所
の
方
が
、
新
聞
で
見

た
と
わ
ざ
わ
ざ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
差
し
入

れ
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

海
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
最
終
日
（
９
日
目
）

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
波
に
な
れ
る
た
め
の
活

動
や
海
で
の
カ
ヌ
ー
操
作
の
こ
つ
を
学
ん
だ
。

少
し
沖
ま
で
漕
ぎ
出
し
、
本
番
に
備
え
た
。                    

い
よ
い
よ
佐
渡
海
峡
横
断
当
日
。
ま
だ
暗
い
早
朝

に
準
備
を
整
え
５
時
ご
ろ
寺
泊
港
に
集
合
。
出
発

式
を
行
い
、
み
ん
な
で
気
合
を
入
れ
出
港
し
た
。

漁
船
３
隻
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
６
人

の
子
ど
も
た
ち
が
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
込
む
。

横
断
は
一
人
一
人
が
精
一
杯
こ
い
で
次
の
メ
ン

【第3ステージ】
佐渡海峡
横断キャンプ

2日（日）
～

4日（火）

8月
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バ
ー
と
交
代
し
な
が
ら
進
む
。
天
候
は
曇
り
時
々

晴
れ
。
漕
い
で
も
漕
い
で
も
ま
だ
佐
渡
は
近
づ
か

な
い
。
早
朝
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
波
も
、
昼
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る
。
３
隻

の
漁
船
の
距
離
も
少
し
ず
つ
離
れ
て
い
っ
た
。

後
半
は
さ
ら
に
波
も
高
く
な
り
、
波
で
他
の
艇

が
見
え
な
く
な
る
。
子
ど
も
た
ち
に
も
疲
労
の
色

が
見
え
て
い
る
。
途
中
波
に
酔
っ
て
し
ま
う
場
面

も
。
し
か
し
、
佐
渡
の
赤
泊
港
が
は
っ
き
り
と
見

え
た
と
き
、
誰
が
カ
ヌ
ー
に
乗
る
か
子
ど
も
た
ち

の
話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
漕

ぎ
出
す
仲
間
に
思
い
を
託
し
、 

自
分
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
手
渡
す
場
面
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
。
全
員
が
カ
ヌ
ー
を
つ
な
い

で
約
11
時
間
か
け
赤
泊
港
に
到
着
。
地
元
の
方
数

十
人
も
出
迎
え
て
く
れ
た
。

疲
れ
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
が
、
や
り
遂
げ

た
時
の
達
成
感
は
充
実
し
て
い
た
。

い
よ
い
よ
佐
渡
一
周
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

始
ま
り
。
小
木
港
で
自
転
車
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
小
木
か
ら
入
崎
キ
ャ
ン
プ

場
ま
で
約
70
ｋ
ｍ
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ス

タ
ー
ト
。
佐
渡
の
起
伏
激
し
い
道
の
り
を
励
ま
し

合
い
な
が
ら
走
っ
た
。
本
格
的
な
長
距
離
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
夏
の
暑
い
日
ざ
し
や
自
転
車
ト
ラ
ブ
ル

も
重
な
り
、
徐
々
に
体
力
と
気
力
を
奪
わ
れ
る
子

ど
も
た
ち
。
一
人
が
リ
タ
イ
ヤ
を
訴
え
る
と
連
鎖

し
、
次
々
と
リ
タ
イ
ヤ
希
望
が
出
て
く
る
。
子
ど

も
た
ち
の
中
に
、ち
ょ
っ
と
休
ん
で
車
で
移
動
し
、

ま
た
自
転
車
に
乗
れ
ば
い
い
と
い
う
安
易
な
考
え

が
生
ま
れ
る
。
そ
の
夜
、
全
員
を
集
め
、
一
度
リ

タ
イ
ヤ
し
た
ら
、
そ
の
日
は
自
転
車
に
乗
れ
な
い

こ
と
を
伝
え
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
安
易
に
休

憩
を
と
ろ
う
と
す
る
考
え
を
一
掃
し
た
。

佐
渡
２
日
目
の
入
崎
か
ら
姫
崎
ま
で
約
70
ｋ
ｍ

に
は
、佐
渡
で
一
番
の
難
所
、跳
坂（
Ｚ
坂
）が
待
っ

て
い
る
。
昨
日
の
「
リ
タ
イ
ヤ
し
た
ら
も
う
そ
の

日
は
自
転
車
に
乗
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
苦
し
く
と
も
、
弱
音

を
吐
か
ず
、
難
所
を
走
破
し
て
行
く
。
そ
し
て
互

【第4ステージ】
佐渡島一周
サイクリング
キャンプ

5日（水）
～

7日（金）

8月



い
に
励
ま
し
や
安
全
確
認
の
声
を
掛
け
合
い
見
事

全
員
が
姫
崎
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
走
破
し
た
。

佐
渡
最
終
日
は
朝
か
ら
土
砂
降
り
の
天
気
。
大

雨
の
中
を
姫
崎
か
ら
小
木
ま
で
約
40
ｋ
ｍ
狭
い
道

や
急
な
坂
道
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
な
ど
気
を
つ
け
て

走
行
。
小
木
に
到
着
し
た
と
き
は
み
ん
な
で
手
を

た
た
い
て
喜
び
合
っ
た
。

い
よ
い
よ
最
後
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
直
江
津
か

ら
妙
高
ま
で
の
上
り
坂
約
40
ｋ
ｍ
に
挑
む
。
国
道

18
号
線
の
側
道
を
通
っ
て
初
め
は
順
調
に
進
ん
で

行
く
。
し
か
し
、
最
後
は
ス
タ
ッ
フ
が
安
全
確
認

を
す
る
走
行
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行

か
せ
た
い
、
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

る
。
そ
こ
で
、
自
然
の
家
ま
で
急
な
上
り
坂
残
り

２
ｋ
ｍ
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
走
行
す
る
こ
と

に
。
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い
が
始
ま
る
。
今
ま

で
の
体
験
を
生
か
し
、
ど
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
ま
で

行
く
の
か
。
一
人
一
人
が
自
分
の
思
い
や
願
い
を

出
し
、
話
し
合
い
は
続
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
何
も

【第5ステージ】
ラストラン、
ふりかえりキャンプ

8日（土）
～

9日（日）

8月

指
示
を
出
さ
ず
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
後
ろ
か
ら
つ

い
て
上
る
こ
と
と
し
た
。

い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
ラ
ン
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分

に
役
割
を
決
め
、
一
人
一
人
が
今
で
き
る
精
一
杯

の
こ
と
を
し
よ
う
と
走
り
始
め
た
。
今
ま
で
は
ス

タ
ッ
フ
が
し
て
い
た
安
全
確
認
の
動
き
も
子
ど
も

た
ち
が
見
事
に
や
っ
て
い
る
。
緊
張
感
の
中
に
も

子
ど
も
の
生
き
生
き
と
し
た
声
や
動
き
が
表
出
し

た
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
。
保
護
者
や
自
然
の
家
の

職
員
が
出
迎
え
る
中
、笑
顔
で
の
到
着
と
な
っ
た
。

最
後
に
は
、
全
員
が
達
成
感
と
同
時
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
あ
っ
た
。

最
終
日
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
２
週
間
の
ふ
り
か

え
り
を
文
章
に
書
き
留
め
た
。
閉
校
式
で
は
、
代

表
３
名
が
感
想
を
発
表
。
自
分
の
成
長
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
周
り
の
人
の
優
し
さ
に
触
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
涙
を
流
し

て
の
感
想
発
表
と
な
っ
た
。

【
最
後
に
】

こ
の
２
週
間
、
子
ど
も
た
ち
は
常
に
ふ
り
か
え

り
、
考
え
、
行
動
し
た
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
、

時
に
は
支
え
あ
い
な
が
ら
。
そ
し
て
自
分
の
中
に

あ
る
新
し
い
自
分
に
気
づ
き
、そ
れ
を
受
け
入
れ
、

大
切
に
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
は
子
ど
も
た
ち
を

本
気
に
さ
せ
る
仕
掛
け
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
立

妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
５
つ
の
力
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
５
つ
の
力

と
は
、
①
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
、
②

自
ら
考
え
行
動
す
る
力
、
③
創
造
力
を
働
か
せ
工

夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
、
④
集
団

を
目
的
や
ね
ら
い
へ
導
こ
う
と
す
る
力
、
⑤
集
団

内
の
人
間
関
係
を
よ
り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力

で
あ
る
。

こ
の
５
つ
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
、
困
難
な

状
況
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
解
決
で
き

る
よ
う
振
り
返
り
や
話
し
合
い
の
時
間
を
十
分
に

与
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

子
ど
も
は
本
気
に
な
り
、
次
々
と
困
難
な
状
況
を

ク
リ
ア
ー
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

最
高
の
達
成
感
と
充
実
感
。
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生
活
体
験
や
自
然
体
験
な
ど
の
直
接
体
験
が
不

足
す
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
体
験
活
動

の
機
会
と
場
の
提
供
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
そ
の
推
進
に
向
け
て
全
国
小
学
校
行
事
研
究

会
と
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
、
こ
れ
ま
で
に

3
回
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

4
回
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
文
部
科
学
省
委

託
事
業
「
青
少
年
の
課
題
に
対
応
し
た
体
験
活
動

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
受
託
し
、
平
成
21
年

10
月
24
日
か
ら
25
日
に
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の

家
（
新
潟
県
妙
高
市
）
を
会
場
に
開
催
い
た
し
ま

体
験
活
動
の『
質
』を
問
う

〜
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

し
た
。

1
日
目
に
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

児
童
生
徒
課
課
長
・
磯
谷
桂
介
氏
に
よ
る
基
調
講

話
「
最
新
青
少
年
教
育
の
動
向
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
豊
か
な
体
験
活
動
の
進
め
方
伝
授
し
ま
す
」

を
実
施
。
磯
谷
氏
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
体
験

活
動
の
施
策
動
向
を
説
明
し
、
全
国
の
小
学
校
に

向
け
、
長
期
宿
泊
体
験
活
動
を
推
進
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
國
學
院
大
學
の
宮
川
八
岐
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
宮
川
氏
の
基
調
提
案
の
の
ち
、
学

校
教
育
（
石
塚
忠
男
氏
・
越
谷
市
立
大
相
模
小
学

校
）、冒
険
教
育（
河
合
宗
寛
氏
・
日
本
ア
ウ
ト
ワ
ー

ド
・
バ
ウ
ン
ド
協
会
）、
高
等
教
育
（
坂
本
昭
裕

氏
・
筑
波
大
学
）、
青
少
年
教
育
（
小
林
真
一
氏
・

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
）
の
各
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
豊
か
な
体
験
活
動
推

進
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
に
提
案
し
ま
し

た
。
フ
ロ
ア
か
ら
も
活
発
に
質
問
が
出
さ
れ
、
終

了
時
刻
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
い
う
一
幕
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

2
日
目
に
は
、
全
参
加
者
が
自
然
体
験
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
に
分
か
れ
て
参
加
す
る

「
妙
高
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
会
）」
と
千
葉
県
知
事
・
森
田
健
作
氏
に
よ

る
特
別
講
演
会
「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
で
拓
く

子
ど
も
た
ち
の
未
来
」
を
実
施
。
講
演
の
中
で
、

森
田
氏
は
、
ご
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
大
切
さ
を
熱
弁
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の

た
め
に
は
、
大
人
の
関
わ
り
方
が
需
要
で
あ
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
中
部
・

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
五
施
設
（
立
山
、
能
登
、
若
狭
湾
、

乗
鞍
、
妙
高
）、
全
国
小
学
校
学
校
行
事
研
究
会

を
は
じ
め
と
す
る
14
団
体
が
、
日
頃
の
体
験
活
動

推
進
に
向
け
た
取
組
を
ブ
ー
ス
（
出
店
）
形
式
で

紹
介
し
、参
加
者
に
対
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信
・

普
及
を
行
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

〜
平
成
22
年
度
の
予
定
か
ら
〜

次
年
度
の
開
催
日
は
、
平
成
22
年
11
月
13
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多

数
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。



東
京
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
一
行

に
は
少
し
疲
れ
が
見
え
た
。
無
理
も
な
い
、
自
国

を
旅
立
っ
て
か
ら
7
日
目
の
午
前
で
あ
っ
た
。
そ

ん
な
一
行
を
元
気
付
け
る
べ
く
出
迎
え
た
の
は
、

自
然
の
家
職
員
一
同
と
、
地
元
妙
高
市
の
小
学
校

6
年
生
児
童
100
名
で
あ
る
。
児
童
等
は
、
事
前
に

練
習
し
た
で
あ
ろ
う
英
語
の
挨
拶
や
歌
、
手
拍
子

な
ど
で
歓
迎
の
気
持
ち
を
精
一
杯
表
し
た
。
歌
や

ミクロネシア
少年少女自然体験交流事業

手
拍
子
に
感
激
し
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子
ど
も

は
、
積
極
的
に
児
童
等
の
中
に
入
り
握
手
を
交
わ

し
た
。
自
発
的
な
交
流
が
生
ま
れ
た
。

午
後
、
職
員
に
よ
る
人
数
集
め
ゲ
ー
ム
の
後
、

5
・
6
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
暑
い
日

差
し
の
中
、
地
図
を
片
手
に
コ
ー
ス
に
飛
び
出
し

て
行
っ
た
。
施
設
内
に
広
が
っ
て
い
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
林
間

に
あ
り
、
コ
ナ
ラ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
林
を
通
り
抜
け

た
り
、
流
れ
る
沢
を
横
断
し
た
り
す
る
。
自
然
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

妙
高
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
日
目
は
、
日
本
の
文
化

に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、
長
野
県
長
野
市
に
あ
る

善
光
寺
参
拝
と
、
チ
ビ
ッ
コ
忍
者
村
の
忍
者
体
験

を
実
施
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
木
造
建
築
の
一

つ
を
見
学
し
、
手
裏
剣
投
げ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の

よ
う
な
修
行
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
大
変
楽
し
い

思
い
出
の
一
日
と
な
っ
た
。
日
本
の
家
族
と
良
い

出
会
い
が
で
き
た
。

2
日
目
の
夕
方
か
ら
丸
一
日
を
一
緒
に
生
活
し

た
日
本
の
家
族
と
最
後
に
過
ご
す
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
互

い
の
近
況
報
告
を
し
あ
う
な
ど
し
て
、
ひ
と
し
き

り
語
り
合
っ
た
後
、
お
世
話
に
な
っ
た
日
本
の
家

族
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
。

会
食
の
合
間
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
3
地
域
子
ど

も
た
ち
か
ら
、お
礼
の
発
表
が
あ
っ
た
。マ
ー
シ
ャ

ル
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
民
族
舞
踊
。
チ
ュ
ー
ク

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
ダ
ン
ス
。
コ

ス
ラ
エ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
な
ど
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
熱

心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。
会
場
に
居
合
わ
せ
た
一

般
客
か
ら
も
盛
大
な
拍
手
を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
会
が
進
め
ら
れ
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
の
終
盤
に
は
、
会
場
の
各
所
で
日
本
の
家

族
と
の
涙
の
抱
擁
や
記
念
撮
影
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。
た
っ
た
一
日
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た

が
、
名
残
惜
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

妙
高
高
原
南
小
学
校
に
て
、
高
学
年
児
童
の
企

画
に
よ
る
交
流
活
動
が
催
さ
れ
た
。

前
半
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
の
発
表
や

妙
高
高
原
南
小
学
校
の
創
作
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
踊

る
等
、
全
校
で
の
交
流
活
動
を
展
開
し
た
。
後
半

は
、
書
道
、
茶
道
、
日
本
の
遊
び
の
３
つ
の
活
動

を
順
番
に
体
験
し
た
。
児
童
が
ホ
ス
ト
役
と
し
て

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
付
き
添

い
、
体
験
の
仕
方
や
遊
び
の
コ
ツ
な
ど
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
て
教
え
て
い
た
。
初
め
は
ぎ
こ
ち

な
い
様
子
で
案
内
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
説
明

が
ス
ム
ー
ス
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
段
々
と
交
流

が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
書
道
体
験
で
は
、
筆
の
運

び
に
つ
い
て
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
指
導
す
る
子

ど
も
の
姿
。
日
本
の
遊
び
体
験
で
は
、
お
手
玉
が

上
手
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
が
、
逆
に
日
本

の
子
ど
も
に
教
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
体
験
を
通
し
て

心
を
通
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
言
葉
の
垣
根
を
越

え
て
互
い
に
理
解
を
深
め
て
い
く
最
良
の
方
法
で

あ
っ
た
。

玄
関
前
に
は
、
旅
立
つ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
子
ど

も
た
ち
の
バ
ス
を
、
元
気
に
手
を
振
っ
て
、
バ
ス

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
い
つ
ま
で
も
見
送
る
妙
高

高
原
南
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。

　ミクロネシアの子ども30名を日本に呼び、自然環境や文化、
人々との交流等の体験活動を通して、日本についての理解を
深めることを目的とした交流事業である。（主催　独立行政法
人国立青少年教育振興機構国際課）全12日間に渡る事業の内、
後半の４日間 (６／26～６／29)を妙高青少年自然の家の企
画事業として実施した。

1
日
目

よ
う
こ
そ
妙
高
へ
！

2
日
目

ニ
ホ
ン
体
験

3
日
目

さ
よ
な
ら
ニ
ホ
ン
の
家
族

4
日
目

日
本
の
小
学
生
と
の
交
流



【
期　

　
　

日
】

平
成
21
年
６
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

●
コ
ー
ス
Ⅰ　

　
平
成
21
年
６
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）　

１
泊
２
日

●
コ
ー
ス
Ⅱ　

　
平
成
21
年
６
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）　

２
泊
３
日

【
参　

加　

者
】

●
コ
ー
ス
Ⅰ　

25
名　

●
コ
ー
ス
Ⅱ　

19
名

【
講　

　
　

師
】

●
コ
ー
ス
Ⅰ　

杉
村　

厚
子　

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
〉

●
コ
ー
ス
Ⅱ　

関　
　

智
子　

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
〉

【
趣　

　
　

旨
】

　

児
童
・
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
に
資
す
る
指
導
法
に
つ
い
て
研
修
し
、
実
際

の
教
育
現
場
で
集
団
内
の
一
人
一
人
の
信
頼
と
安

心
を
構
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
指
導
者
を
育
成
す

る
こ
と
、
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

本
研
修
で
は
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

〈
コ
ー
ス
Ⅰ
〉

　

グ
ル
ー
プ
の
力
を
活
か
す
教
育
手
法
コ
ー
ス
と

し
て
、
１
泊
２
日
で
実
施
し
た
。「
妙
高
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
い
た
人
間
関
係
づ

く
り
の
活
動
を
生
か
し
、
青
少
年
一
人
一
人
の
安

心
と
信
頼
を
構
築
す
る
指
導
方
法
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
践
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
た
。

〈
コ
ー
ス
Ⅱ
〉

　

妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
習
得
コ
ー

ス
と
し
て
、
２
泊
３
日
で
実
施
し
た
。「
妙
高
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
指

導
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
指
導
技
術
の
習
得
を

図
り
、
研
修
終
了
後
に
即
実
践
が
可
能
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
を
目
指
し
て
実
践
的
な
活
動
が
展
開

さ
れ
た
。

【
成　

　
　

果
】

　

今
回
の
参
加
者
の
う
ち
、
初
め
て
の
参
加
者
が

16
名
お
り
、
心
の
冒
険
教
育
の
普
及
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
指
導
者
を

認
定
す
る
コ
ー
ス
Ⅱ
の
参
加
者
の
う
ち
４
名
は
、

研
修
の
の
ち
当
自
然
の
家
の
外
部
研
修
指
導
員
と

し
て
、
利
用
団
体
の
講
師
を
務
め
た
。

　

今
回
、
学
校
関
係
者
の
方
が
７
名
ほ
ど
参
加
さ

れ
た
。
青
少
年
の
心
の
支
え
と
な
る
よ
う
な
手
法

の
一
つ
と
し
て
、
青
少
年
の
指
導
者
に
携
わ
る
方

に
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

6月12日（金） 6月13日（土） 6月14日（日）

午 前 【講義・演習】
課題解決型アクティビティ

【講義・演習】
課題解決型アクティビティ

午 後 【講義・演習】
心と体の準備運動

【講義・演習】
課題解決型アクティビティ

【講義・演習】
ふりかえり

夜
【講義・演習】
妙高アドベンチャーの
理念と概念

【講義・演習】
エレメントの理解

【事業の実際】

6月13日（土） 6月14日（日）

午 前 【講義・演習】
心と体の準備運動

【講義・演習】
課題解決型アクティビティ

午 後 【講義・演習】
集団づくりに生かすアクティビティ

【講義・演習】
ふりかえり

夜 【講義・演習】
妙高アドベンチャーの理念と概念

＜コースⅠ＞

＜コースⅡ＞

O p e n  t h e  D o o r !   2 0 1 0O p e n  t h e  D o o r !   2 0 1 0 1011

環
境
教
育
指
導
者
養
成
研
修

〈
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
〉

（
平
成
21
年
10
月
20
〜
23
日
実
施
）

心
の
冒
険
教
育
指
導
者
養
成
研
修

本
研
修
は
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー

が
主
催
と
な
り
、
文
部
科
学
省
と
独
立
行
政
法
人

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が
共
催
と
な
っ
て

行
っ
た
研
修
会
で
あ
る
。

研
修
の
目
的
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
）
お
よ
び
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

を
踏
ま
え
た
環
境
教
育
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な

資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
都
道

府
県
に
お
け
る
研
修
の
講
師
を
育
成
す
る
こ
と
で

あ
り
、
受
講
者
は
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
か

ら
の
推
薦
を
受
け
た
教
員
67
名
が
参
加
し
た
。
国

立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
２
年
連
続
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
の

村
山
哲
哉
教
科
調
査
官
の
他
、
全
国
で
環
境
教
育

を
実
践
し
て
い
る
著
名
な
方
々
を
講
師
と
し
て
迎

え
た
。

１
日
目
は
村
山
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
環
境

教
育
の
展
開
方
策
及
び
研
修
の
進
め
方
に
つ
い

て
」
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
文
部
科

学
省
か
ら
の
研
究
指
定
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼

市
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
事
例
報
告
が
な
さ
れ

た
。２

日
目
は
「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
環

境
教
育
」「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
お
け
る
環
境
教
育
」
の
講

義
の
後
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
妙
高
独
自
の
自
然
環
境

を
活
用
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
受
講
者
に
体
験
す
る
研
修

で
あ
る
。
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
７
月
に

開
催
さ
れ
た
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導

者
養
成
研
修
を
踏
ま
え
「
妙
高
火
山
の
形
成
過
程

と
我
々
に
及
ぼ
す
二
面
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
。
妙
高
火
山
を
中
核
教
材
と
し
て
、
火
山

起
源
の
温
泉
や
土
壌
、
気
象
や
植
生
、
地
域
の
文

化
・
伝
統
、
地
域
産
業
等
を
有
機
的
に
捉
え
る
内

容
に
し
た
。
全
体
会
の
中
で
こ
れ
ら
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
学
ん
だ
後
に
、
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
妙
高
火
山
」「
ブ
ナ
林
探
検
隊
」

「
源
流
探
検
」
を
希
望
選
択
で
体
験
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
妙
高
火
山
と
い
う
地
域
に
根

ざ
し
た
教
材
を
生
か
し
て
環
境
教
育
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
自
分
の
住
む
地

域
で
ど
ん
な
教
材
が
あ
る
か
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。」「
こ
れ
ま
で
は
単
な
る
美
し
い
景
色

と
し
て
だ
け
の
見
方
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
原
因

を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

３
日
目
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
分
科
会
に
分

か
れ
、
講
師
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
最
終
日
は
全
体
の
総
括
に
よ
っ
て
、

閉
会
し
た
。

本
研
修
は
我
が
国
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

環
境
教
育
の
研
修
で
あ
り
、
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
受
講
者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
に
と
っ

て
大
き
な
存
在
意
義
を
示
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

妙
高
で
学
ん
だ
受
講
者
に
は
各
都
道
府
県
の
環
境

教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。



平
成
21
年
度　

文
部
科
学
省
委
託
事
業

学
校
長
期
自
然
体
験
活
動
指
導
者
養
成
研
修

妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

指
導
者
養
成
研
修

（
平
成
21
年
７
月
３
〜
５
日
実
施
）

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
（
以
下
、
妙
高
自

然
の
家
）
に
は
、
施
設
周
辺
の
自
然
環
境
を
活
用

し
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
現
在
、
33
種
類

の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ん
で
い
る
。
平
成
22
年
度
の
実

績
と
し
て
32
団
体
か
ら
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
外
部
研
修
指
導
員
へ
の
指
導
依
頼
が
あ
り
、

１
、４
７
６
人
の
利
用
者
に
対
し
て
、
の
べ
83
人

の
外
部
研
修
指
導
員
を
派
遣
し
た
。

妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
部
研
修
指
導

員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
妙

高
自
然
の
家
で
は
毎
年
、
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
指
導
者
養
成
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
対

象
は
環
境
教
育
指
導
者
を
目
指
す
人
、
教
職
員
、

現
在
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て

い
る
人
で
あ
る
。
今
年
度
は
17
名
が
参
加
し
た
。

本
研
修
の
中
で
、も
っ
と
も
有
益
だ
っ
た
の
は
、

上
越
教
育
大
学
大
学
院
教
授
の
藤
岡
達
也
氏
に
よ

る
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
発
展
教
育
）
と
自
然
の
二
面

性
を
重
視
し
た
地
域
環
境
教
育
』
に
つ
い
て
の
講

義
で
あ
っ
た
。　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
水
な
ど
の
資
源
保
全
が
問
題
化
さ
れ

て
い
る
現
代
、
人
類
が
現
在
の
生
活
レ
ベ
ル
を
維

持
し
つ
つ
、
次
世
代
も
含
む
全
て
の
人
々
に
、
よ

り
質
の
高
い
生
活
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
状

態
で
の
開
発
を
目
指
す
教
育
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
教
育
を
展
開
す
る
上
で
ベ
ー
ス
と
な
る
の

が
、
自
然
と
い
う
地
域
特
性
の
二
面
性
（
恩
恵
と

災
害
）
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自

然
か
ら
の
恩
恵
を
さ
ら
に
享
受
し
つ
つ
も
防
災
あ

る
い
は
減
災
す
る
た
め
に
は
、
各
方
面
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
た
外
部
研
修
指
導
員
に
と
っ
て
大
き
な
指

針
と
な
っ
た
。

従
来
の
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
自
然

の
事
物
・
現
象
を
個
別
の
も
の
と
し
、
そ
の
理
解

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

意
識
し
て
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直

し
た
と
こ
ろ
、
事
前
の
事
物
・
現
象
の
有
機
的
な

つ
な
が
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
観
察

会
で
行
わ
れ
る
自
然
観
察
と
は
一
線
を
画
す
る
。

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
、学
習
者
の
既
有
体
験
、

既
習
内
容
、
興
味
関
心
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
展

開
さ
れ
る
教
育
活
動
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
ぶ
れ
な
い
方
針
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

現
在
、
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
部
研

修
指
導
員
は
24
名
が
登
録
し
て
い
る
。
妙
高
ネ
イ

チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
よ
り
高
い
教
育
効
果
を

求
め
る
団
体
に
は
、
外
部
研
修
指
導
員
を
紹
介
す

る
の
で
、
事
前
打
合
せ
時
に
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領
「
特
別
活
動
」
学
校
行
事

の
（
４
）
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事
で
は
、「
自
然
の

中
で
の
集
団
宿
泊
活
動
な
ど
平
素
と
異
な
る
生
活
環

境
に
あ
っ
て
、
見
聞
を
広
め
、
自
然
の
文
化
な
ど
に

親
し
む
と
と
も
に
、
人
間
関
係
な
ど
の
集
団
生
活
の

在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
望
ま
し
い
体
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
」

と
あ
る
。
集
団
宿
泊
活
動
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い

人
間
関
係
を
築
く
態
度
の
形
成
な
ど
の
教
育
的
な
意

義
が
一
層
深
ま
る
と
と
も
に
、
高
い
教
育
効
果
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
校
の
実
態
や
児
童
の

発
達
の
段
階
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
定
期
間
（
例
え
ば

１
週
間
（
５
日
間
）
程
度
）
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
そ
の
際
、
児
童
相
互
の
か
か
わ
り
を

深
め
、
互
い
の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
折
り
合

い
を
付
け
る
な
ど
し
て
人
間
関
係
な
ど
の
諸
問
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
協
調
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
大
切

さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
小
学
校
が
実
施
す
る
１
週
間
程
度
の
自
然
体
験

活
動
に
お
い
て
、
①
計
画
・
立
案
に
対
し
て
助
言
を
行

う
。
②
活
動
全
体
の
様
子
を
把
握
し
、
全
体
指
導
を
行

う
。
③
事
業
終
了
後
に
学
校
が
行
う
評
価
に
つ
い
て
助

言
を
行
う
。
以
上
の
内
容
を
支
援
・
指
導
す
る
た
め
の

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
本

事
業
は
、
前
半
１
泊
２
日
、
後
半
１
泊
２
日
に
参
加
し

た
方
に
全
体
指
導
者
と
し
て
、
認
定
を
し
た
。

実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
半
は
、「
全
体
指
導

者
の
役
割
に
つ
い
て
」
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

皮
切
り
に
、
上
越
教
育
大
学
特
任
准
教
授
伊
佐
貢
一

氏
に
よ
る
「
学
校
教
育
に
お
け
る
体
験
活
動
の
意
義
」

の
講
義
、
体
験
活
動
の
指
導
法
と
し
て
「
妙
高
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
安
全
管
理
の
講
習
で
は
「
普
通
救
命

救
急
法
」
を
消
防
署
署
員
の
方
か
ら
学
び
、「
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
で
安
全
管
理
の
必
要
性
、
重
要

性
を
学
ん
だ
。
自
然
体
験
活
動
の
技
術
で
は
「
野
外

炊
事
の
特
性
の
技
術
」「
源
流
探
検
」
を
行
い
、
自
然

の
家
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
立
場
、
指
導
者
と
し
て

の
立
場
な
ど
、
角
度
を
変
え
た
視
点
で
取
り
組
ん
だ
。

後
半
は
、
上
越
教
育
大
学
准
教
授
橋
本
定
男
氏
に

よ
る
「
教
育
課
程
と
体
験
活
動
の
関
連
」
の
講
義
、「
小

学
校
長
期
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
発
表
」
と
し
て
、

新
潟
県
妙
高
市
で
市
内
の
６
年
生
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
全
体
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
自
然
学
校
ね
ぎ
ぼ
う

ず
代
表
大
矢
か
お
る
氏
が
事
例
を
紹
介
し
た
。
実
際

に
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
の
話
と
あ
っ
て
、
参
加
者

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

体
験
活
動
の
指
導
法
と
し
て
「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
方

式
の
体
験
学
習
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
」
で
は
、

話
し
合
い
の
方
法
を
学
び
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・

立
案
を
実
施
し
た
。
４
泊
５
日
で
、
妙
高
青
少
年
自

然
の
家
を
舞
台
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き

る
か
を
、
参
加
者
た
ち
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に

わ
け
て
、
作
成
を
し
て
も
ら
っ
た
。
作
成
し
た
も
の

を
発
表
し
、
互
い
に
協
議
し
、
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ

を
検
討
・
修
正
を
加
え
て
、
最
終
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
完
成
さ
せ
た
。

成
果
は
、
今
回
の
研
修
で
35
名
の
全
体
指
導
者
の

養
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
本
研
修
で
知

り
合
っ
た
方
々
で
お
互
い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
動
き
も
あ
っ
た
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
事
業
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
結
果
、
有
機

的
な
連
携
を
図
れ
た
。
課
題
と
し
て
は
、
小
学
校
へ

の
全
体
指
導
者
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
実
際
の
需

要
に
つ
い
て
ど
う
な
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
ま

た
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
場
の
必
要
性
が
あ
る
。
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１
．
は
じ
め
に

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
（
以
下
妙
高
自
然

の
家
）
周
辺
の
自
然
環
境
を
教
材
と
し
て
展
開
す

る
探
究
的
な
学
習
を
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
学
習
で
は
、
学
習
者
が

自
ら
課
題
を
設
定
し
、
体
験
活
動
を
通
し
て
得
ら

れ
た
情
報
を
整
理
・
分
析
し
た
り
判
断
し
た
り
し

な
が
ら
、
課
題
を
解
決
す
る
能
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
そ
の

保
全
に
努
め
よ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
も
図
る
も

の
で
、
妙
高
自
然
の
家
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

現
在
、
33
種
類
の
妙
高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
案
し
て
い
る
。
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、

も
っ
と
も
実
施
回
数
の
多
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
源
流
探
検
」
で
あ
り
、
98
団
体
２
、４
４
０
人
が

体
験
を
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
当
施
設
の
敷
地
内

に
あ
る
イ
ワ
ナ
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
る
渓
流
を
、

水
し
ぶ
き
を
立
て
て
遡
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
学

習
効
果
の
高
い
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
目
標
と
し
て
い
る
探

究
的
な
学
習
と
は
、
直
接
体
験
あ
る
い
は
間
接
体

験
に
よ
っ
て
、
自
ら
抱
い
た
課
題
を
解
決
し
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
課
題
を
発
見
し
、
探
究
学
習
が
さ

ら
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
ス
パ
イ
ラ
ル

の
よ
う
に
学
習
活
動
が
深
化
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。水

を
探
究
す
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環

と
し
て
、
源
流
探
検
を
行
う
小
学
校
は
多
い
が
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間

  

『
水
を
探
究
す
る
』

源
流
体
験

妙
高
発

こ
の
活
動
で
終
始
し
て
し
ま
い
、
新
た
な
学
習
活

動
へ
の
展
開
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
、
妙
高

ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
，
探
究
的

な
学
習
が
連
続
す
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
『
水

を
探
究
す
る
』
を
以
下
に
提
案
す
る
。

２
．
総
合
的
な
学
習
の
時
間
『
水
を
探
究
す
る
』

今
年
度
、
妙
高
自
然
の
家
は
新
潟
県
内
Ａ
小
学

校
第
４
学
年
と
連
携
を
図
り
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
『
水
を
探
究
す
る
』
を
開
発
・
実
践
を
し
た
。

本
単
元
の
ね
ら
い
は
、
日
常
生
活
の
中
で
使
用
し

て
い
る
水
の
始
ま
り
を
追
い
求
め
る
活
動
を
通
し

て
、
森
林
土
壌
の
働
き
を
学
ん
だ
り
、
良
質
か
つ

豊
富
な
水
を
確
保
す
る
た
め
の
森
の
手
入
れ
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
、
水
源
保
全
に
努
め
よ
う
と
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

３
．
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
内
容

⑴
源
流
探
検

イ
ワ
ナ
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
る
施
設
内
の
渓
流

で
行
う
活
動
で
あ
る
。
渓
流
に
入
る
前
に
、
身
近

な
川
と
の
見
た
目
の
比
較
を
行
う
と
よ
い
。「
イ

ワ
ナ
の
里
の
方
が
川
幅
は
狭
い
」「
川
の
両
側
に

は
木
が
生
え
て
い
る
」「
川
の
水
が
透
明
だ
」
な

ど
の
違
い
が
挙
が
る
だ
ろ
う
。

い
よ
い
よ
川
の
中
に
入
り
、水
を
触
っ
て
み
る
。

年
間
を
通
し
て
８
〜
14
℃
の
水
温
で
あ
り
、
と
て

も
冷
た
い
水
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
、
様
々
な
疑

問
が
溢
れ
出
す
。「
な
ぜ
こ
の
川
の
水
は
透
明
な

の
か
」「
な
ぜ
水
は
冷
た
い
の
か
」「
ど
こ
か
ら
水

は
流
れ
出
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
疑
問
を
解
決
す

る
た
め
に
、
源
流
探
検
に
出
発
し
よ
う
と
問
題
意

識
を
持
た
せ
て
、源
流
探
検
を
開
始
す
る
と
よ
い
。

イ
ワ
ナ
の
里
の
中
間
地
点
で
は
、
森
林
土
壌
か

ら
水
が
流
れ
出
し
て
い
る
様
子
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
冷
た
く
清
涼
な
水
が
森
林
土
壌
よ
り

流
れ
出
す
様
子
を
見
て
、
森
林
土
壌
に
は
水
を
貯

め
る
働
き
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
予
想
を
立
て
る

だ
ろ
う
。

⑵
森
林
土
壌
の
観
察

源
流
探
検
を
通
し
て
抱
い
た
予
想
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
、
森
林
土
壌
を
掘
り
出
し
て
触
っ

て
み
る
。
す
る
と
湿
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
し
ば
ら
く
放
置
す

る
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
内
面
に
水
滴
が
つ
く
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
森
林
土
壌
の
中
に
は
水
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

⑶ 

土
壌
の
対
照
実
験

森
林
土
壌

の
水
源
涵
養

機
能
（
水
を

蓄
え
る
機
能

と
蓄
え
た
水

を
一
定
量
ず

つ
流
出
す
る

機
能
）
を
調

べ
る
た
め
に
、

比
較
対
象
物

と
し
て
、
イ
ワ
ナ
の
里
の
川
砂
を
用
い
る
。
こ
れ

は
妙
高
山
起
源
の
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
り
、
礫
状

の
砂
で
あ
る
。
両
者
の
手
触
り
な
ど
を
比
較
す
る

と
、森
林
土
壌
は
「
根
や
枝
が
入
っ
て
い
る
」「
湿

り
気
が
あ
る
」「
ふ
か
ふ
か
し
て
い
る
」
な
ど
の

特
徴
が
挙
が
る
。

２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
底
を
切
り
抜
き
、
そ
こ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
壌
を
ほ
ぼ
同
じ
体
積
ず
つ
入
れ

た
。
そ
し
て
１
ℓ
の
水
を
土
壌
に
注
ぎ
込
み
、
流

れ
出
す
水
の
様
子
や
量
を
比
較
す
る
。 

川
砂
と

森
林
土
壌
を
比
較
す
る
と
、
森
林
土
壌
は
少
量
ず

つ
長
い
時
間
を
か
け
て
流
れ
出
す
。
ま
た
、
土
壌

中
の
根
や
葉
脈
な
ど
の
植
物
繊
維
の
空
隙
に
水
が

た
ま
っ
て
い
る
様
子
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
実
験
を
通
し
て
、
森
林
土
壌
の
水
源
涵
養

機
能
や
、
森
林
は
洪
水
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
。

⑷ 

森
の
手
入
れ
活
動

前
時
で
は
、
日
常
生
活
水
は
森
林
土
壌
に
よ
っ

て
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
本
時
は
健
全

な
森
林
土
壌
を
育
む
た
め
の
森
の
手
入
れ
活
動
を

行
う
。



ま
ず
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
元

気
な
森
は
多
く
の
生
き

物
が
棲
み
、
水
を
蓄
え

る
働
き
が
あ
る
こ
と
と
、

元
気
な
森
は
人
間
の
手

入
れ
活
動
に
よ
っ
て
作

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
学
ぶ
。

そ
し
て
実
際
に
自
然

の
家
周
辺
の
雑
木
林
を
元
気
な
森
に
変
え
て
み
よ

う
と
、
森
の
手
入
れ
活
動
を
行
う
。
６
〜
８
名
ず

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
と
よ
い
。
Ａ
小
学
校

児
童
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
指
導
者
が
促
す
こ

と
が
な
く
て
も
、
ど
の
木
を
残
し
て
切
る
か
を
相

談
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
た
。
ま
た
大
き
な

木
を
切
る
と
き
に
は
、
互
い
に
協
力
し
、
役
割
分

担
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
協
同
し
て
作
業
を
す
る
様

子
が
見
ら
れ
、
人
間
関
係
作
り
か
ら
も
よ
い
活
動

で
あ
る
。

Ａ
小
学
校
児
童
の
活
動
後
の
感
想
で
は
「
手
入

れ
を
し
た
ら
、
森
の
中
に
光
が
入
っ
て
す
っ
き
り

し
た
」「
ぼ
く
た
ち
の
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
水
は

森
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
」「
森
を
作
る
こ
と
は
水

を
作
る
こ
と
と
同
じ
」
な
ど
、
手
入
れ
活
動
を
し

て
の
充
実
感
、
水
と
森
の
関
わ
り
に
気
付
く
記
述

が
多
か
っ
た
。

⑸ 

除
伐
木
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト

森
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
除
伐
し
た
小
低
木
や
つ

る
植
物
は
、
そ
の
場
に
伏
せ
て
置
く
の
が
基
本
で

あ
る
が
、
木
質
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も

環
境
教
育
の
一
環
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
刈

り
出
さ
れ
た
枝
を
材
料
に
「
マ
イ
ス
プ
ー
ン
・
マ

イ
フ
ォ
ー
ク
」
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

枝
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
、
一
端
面
に
電
動
ド
リ

ル
で
穴
を
空
け
る
。
そ
こ
に
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー

ク
の
先
端
を
差
し
込
ん
で
完
成
で
あ
る
。
他
に
も

「
小
枝
の
モ
ッ
く
ん
」「
ネ
ー
ム
タ
ッ
ク
」
な
ど
、

か
わ
い
ら
し
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
妙
高
自
然
の

家
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
．
最
後
に

一
連
の
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
、
良
質
な
日

常
生
活
水
は
森
林
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
健
全
な
森

林
は
人
間
の
手
入
れ
活
動
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ

る
こ
と
に
、
Ａ
小
学
校
第
４
学
年
の
児
童
は
気
付

く
こ
と
が
で
き
た
。

前
述
し
た
妙
高
自
然
の
家
で
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う
上
で
必
要
な
物
品
は
、
全
て
無
料
で
貸

し
出
し
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
児
童
へ
の
直
接
指
導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
妙

高
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
部
研
修
指
導
員
の

派
遣
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
事
前
打
合
せ
時
に
担

当
職
員
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
展
開
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
例
で
あ

る
が
、
ぜ
ひ
と
も
妙
高
自
然
の
家
を
学
習
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
学
習
効
果
の
高
い
本
物
体
験
に
取

り
組
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

な
お
、
こ
の
活
動
を
開
発
・
実
践
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
（
財
）
河
川
環
境
管
理
財
団
の
河
川
整

備
基
金
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

「水を探究する」指導計画（全23時間）

【 活 動 名 】 【 活 動 の ね ら い 】

課題把握
〈1時間〉

浄水場見学
〈2時間〉

ダム見学
〈2時間〉

身近な
川の観察
〈2時間〉

源流探検
〈4時間〉

森林土壌
の観察
〈1時間〉

土壌の
対照実験
〈2時間〉

森の
手入れ活動
〈3時間〉

除伐木を
使ったクラフト
〈2時間〉

ふりかえり
〈3時間〉

発表
〈1時間〉

第
一
次

第
二
次

第
三
次

第
四
次

日常生活で使用している水道水はどのよう
な場所で作られているかという課題をもつ。

水道水が浄水場によって作られて、各家庭へ
水道管を通して送水されていることを知る。

浄水場で作られる水はダムによって貯水さ
れていることや、ダムは下流域の洪水・渇水
防止、農業用水の確保などの働きがあること
を知る。
川に棲む水生生物を探したり、河床の様子を
観察したりして、身近な川に親しむとともに、
川の水の始まりについて追究しようとする
意欲を持つ。

水生生物による水質調査をするとともに、水
の滴る様子を観察して、川の水は森林土壌か
ら滴り落ちた水などであることを知る。

森林土壌を採掘して、ビニール袋を使った実
験や手触りなどから、森林土壌に水が含まれ
ていることを知る。

森林土壌と砂礫に水を通す実験を通して、森
林土壌は水源涵養機能があることを確かめ
るとともに、洪水の防止にも役立っているこ
とに気付く。
森林の水源涵養機能を高めるために、森の手
入れ活動を体験するとともに、森の手入れ活
動は生物多様性の維持につながることを知
る。

森の手入れ活動で出た除伐木を使って、クラ
フトを作り、森林資源は有効活用することが
できることを知る。

これまでの活動をふりかえり、体験したこと
や学習したことをまとめる。また、良質かつ豊
富な水を確保するために、一人一人ができる
ことを考え、具体的な活動プランを立てる。

良質かつ豊富な水を確保するために、一人一
人ができることを発表し、水源保全に努めよ
うとする意識を高める。

= 妙高自然の家で体験可能な
　活動プログラム
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ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
の

魅
力
と
は
！

　

森
の
中
は
春
夏
秋
の
間
は
笹
や
雑
木
に
覆
わ

れ
、
整
備
さ
れ
た
道
以
外
は
な
か
な
か
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
冬
に
な
り
雪
が
積
も
る

と
、
一
面
が
雪
原
に
変
わ
り
、
ど
こ
で
も
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
新
雪
や
深
い
雪
の
中
で
も
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
う
と
、
ど
こ
で
も
自
由
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
れ
も
踏
ん
で
い
な
い
雪
原

を
歩
き
、
動
物
の
足
跡
や
糞
、
春
を
待
つ
木
々
の

息
づ
か
い
な
ど
、
厳
し
い
冬
を
生
き
ぬ
く
自
然
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
の
中
を
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
、
自
然
を
五
感
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
活
動
で
す
。

　

ま
た
、
有
酸
素
運
動
で
体
の
脂
肪
も
燃
や
し
て

く
れ
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
に
も
最
適
で
す
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
は
！

　

ふ
か
ふ
か
の
雪
の
上
で
も
、
楽
に
歩
け
る
便
利

な
道
具
で
す
。
昔
か
ら
雪
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た

「
か
ん
じ
き
」
に
似
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
で
「
か
ん
じ
き
」
よ
り
も
縦
に
長
く
、
浮
力

も
あ
り
ま
す
。
か
か
と
も
浮
か
し
て
歩
い
た
り
、

固
定
し
て
歩
い
た
り
と
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。長
靴
の
ま
ま
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

に
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
固
定
す
る
方
法
も

ベ
ル
ト
式
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
な
の
で
簡
単
で
す
。

　

さ
ら
に
、
幼
児
用
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
も
開
発
さ

れ
て
お
り
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

人
気
急
上
昇

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

冬
の
大
自
然
へ
飛
び
出
そ
う
！
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スノーシュー活動フィールド【国立妙高青少年自然の家では】
以下の活動場所は、順路や時間等の決まりはありません。
活動に応じてプログラムしてください。

今年の冬はぜひチャレンジしてください。またご質問等お気軽にお問い合わせください。

Q2. スノーシューで歩くことは簡単？

Q1. スノーシューの装着は簡単？

Q3. 歩くときにストックは必要？

スノーシュー3つのQ＆A

　→簡単です。アルペンスキーやクロスカントリース

キーは斜面があると滑ってしまいます。スノーシュー

は滑ることはありません。裏面が雪上をとらえやすく

加工してありますので、安心して歩くことができます。

→簡単です。長靴やスノーブーツに直接セットすること

ができます。固定方法もひもで縛ることはなく、ベルト

式でワンタッチのものがほとんどです。幼児用は足を入

れてかかとをゴムで固定するだけ。3秒で履けますよ！

→ストックはあったほうが歩きやすいと思います。2本

足で歩くより 4本足で歩くほうがバランス良いですね。

特に深雪や斜面のある場所では便利です。さらに上半身

も上手に使うと全身運動にもなり効果的な有酸素運動が

できます

ふたご広場周辺

キャンプ場周辺

アリの巣広場周辺

ふたご広場周辺ふ

Q2. スノーシューで歩くことは簡単？

Q1. スノーシューの装着は簡単？

Q3. 歩くときにストックは必要？

→簡単です。長靴やスノーブーツに直接セットすること

ができます。固定方法もひもで縛ることはなく、ベルト

式でワンタッチのものがほとんどです。幼児用は足を入

れてかかとをゴムで固定するだけ。3秒で履けますよ！

→簡単です。アルペンスキーやクロスカントリースキー

は斜面があると滑ってしまいます。スノーシューは滑る

ことはありません。裏面が雪上をとらえやすく加工して

ありますので、安心して歩くことができます。

→ストックはあったほうが歩きやすいと思います。2本

足で歩くより 4本足で歩くほうがバランス良いですね。

特に深雪や斜面のある場所では便利です。さらに上半身

も上手に使うと全身運動にもなり効果的な有酸素運動が

できます。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
の
対
象

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
OK

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
活
動
の
ね
ら
い

① 

冬
の
自
然
を
楽
し
む
。（
５
感
を
フ
ル
に
活
用

し
て
）

② 

冬
の
自
然
環
境（
動
物
の
生
活
や
植
物
の
生
育
）

を
理
解
す
る
。

③ 

運
動
を
通
し
て
、
体
力
の
向
上
お
よ
び
健
康
増

進
を
図
る
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
の
注
意
点

①
天
候
な
ど
の
気
象
条
件
を
事
前
に
把
握
し
、
服

　

装
や
装
備
品
お
よ
び
活
動
内
容
を
決
め
て
く
だ

　

さ
い
。

②
参
加
者
全
員
に
用
具
や
活
動
エ
リ
ア
の
説
明
を

　

き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ス
ト
ッ
ク
の
先
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
裏
は
鋭
利

　

な
金
具
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。

④
活
動
エ
リ
ア
内
、
樹
木
の
周
り
は
雪
が
溶
け
や

　

す
く
空
洞
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
活
動
コ
ー
ス
や
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
活
動

　

し
て
く
だ
さ
い
。
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MYOKOに
寄せられた声

　｢ここに来ると子どもたちが変わる｣ という意見を、たくさんの利
用者からいただきます。皆様からいただいた声を糧に、私たちは今後
も青少年教育を先導する国立の施設でありたいと考えます。
　国立の施設としての存在意義が問われている今こそ、私たちは
｢自然の家には、子どもたちを変
える力がある｣ ということを
たくさんの人に知ってもらい
たいのです。

　自宅からＭＹＯＫＯに行く道のりが好きです。町並
みを抜けると次第に道路沿いは田んぼから木々が茂る
ようになり、真正面に見える妙高山へ向けて車を走ら
せる清々しさ。そして取り付け道路に入り様々な表情
を見せる落葉松の林を抜けるとき、「この先に何がある
のだろう」と胸が高鳴るのです。
　私はこの道を何回も通り、そのたびにたくさんの出
会いと新しい気づきがありました。
　それまで当たり前に身の回りにあった自然を、五感
を使って体感すること、新しいことに挑戦する勇気、
お互いに尊重し意見交換できる信頼関係、やり遂げた
後の爽やかな笑顔、ゴールすることではなくそこに向
かうまでの道のりを大切にしたいと思う気持ち。これ
らはＭＹＯＫＯにかかわり得られた私だけの財産で
す。初めて体験することも多く不安な時もありました
が、その時には美しい自然や周囲の方たちが温かく導
いてくれました。一つ一つ実感できた時にそれまで知
らなかった世界が広がり、その度に心の扉が開いたの
だろうと思います。
　ここはかけがえのない場所です。私にとってそうで
あったように、妙高青少年自然の家を訪れる方たちが、
ここでの経験を自信に変えられるような場所であって
ほしいと思います。

　あっという間に過ぎた4泊 5日の中で、どの情景に
も目を輝かせているこどもたちの姿があり、その中で
印象強く思い出されることが3 つある。
　一つ目は、トイレのスリッパ。乱雑になった初日の
スリッパと当たり前のように並ぶようになったスリッ
パ。初日、校長先生が教えてくれた「履物がそろえば
心が揃う」「出船、入り船」の話を実行し続け、「思い
やりリレー」においてさらにその思いは強化された。
　二つ目は、涙いっぱいのお別れ会。我が子のように
子どもたちを受け入れてくれた杉野沢の皆様と、民宿
での体験が最終日に作った「未来の自分宛はがき」に
書かれた家族や家庭の仕事を思う素直な言葉につな
がった。
　三つ目は、集団生活の中で友達や先生に自分の本音
をはっきりと伝えることが出来るようになったこと。
　だれもが不安を胸にスタートしたが、この体験を通
してその不安は大きな自信となった。この自信を胸に
仲間と成長していくことを期待している。また、妙高
自然の家の先生の方々、保護者の方々に心より感謝し
たい。

ＮＰＯ法人緑とくらしの学校
元妙高自然の家職員　蟹江　真耶

南魚沼市立五十沢小学校
教諭（5年担任）　太田　裕樹

MYOKOという場所 あっという間に過ぎた
MYOKOでの体験



　社会教育実習生として妙高に一週間お世話になりま
した。様々な業務体験を通して、仕事への態度から国
立の青少年教育施設の意義まで、非常に多くのことを
学ぶことができました。実習中、特に印象に残った活
動は「スノーシューハイク」です。スノーシューを履
き、坪岳山頂を目指して歩いた雪道では動物の痕跡を
見つけ興奮し、山頂では眼前に広がる山並みに圧倒さ
れました。言葉にできない数多くの魅力を、冬の妙高
の自然に感じることができました。
　また、今回は利用者として訪れるだけでは分からな
い自然の家の仕事の大変さも知りました。自然の家の
すばらしさを感じるとともに、それが職員の方々の献
身的な取り組みによって支えられているのだというこ
とを学びました。本当にありがとうございました。

教育実習生　筑波大学
近藤　健太／上原　賢一郎

圧倒的な
MYOKOの
自然

　「私がやりましょうか？」「コース点検行ってきます」
という職員の元気な声が事務室で飛び交う。雪の妙高
自然の家の事務室で、最初に「これだ！」と感じたこ
とだ。
　「オモイ」を「カタチ」に。カタチにしたい想い、つ
まり、子どもたちに自然体験をさせたいという強い想
いを一人一人の職員から感じる。
　想いをもって真摯に取り組む姿勢、仲間が心を開い
てみんなで協力する姿勢、これらは凛とした冬の妙高
の山のようですがすがしい。
　勿論、完璧ではないし、同じ組織の仲間としてちょっ
と褒めすぎかもしれない。しかし、同じ組織の仲間だ
からこそ、忘れがちな心得を繁忙期でも実践している
仲間を誇りと思うし、それを可能にしているシステム
を手本にしたいと思うのだ。
　私は、実地研修で１ヶ月間、雪の妙高自然の家に来た。
よい土産を山ほど持ち帰ることができるだろう。

国立若狭湾青少年自然の家
企画指導専門職　水澤　豊子

妙高の
すばらしき仲間たち

　教師を目指す上越教育大学の学生諸君は、ここ「妙高自然の家」で思い出に残る研修合宿を
行います。学部３年生たちはいよいよ最終学年を迎えるにあたり、これまでの様々な学習活動
や教育実習体験の成果を持ち寄り、仲間たちと共に意見を交わし、それぞれの志を新たに確認
しあったり、進路について先輩たちから貴重なアドバイスを頂いたりする大切なひとときを過
ごします。日常の学園生活から遠く離れ、この自然豊かな妙高山麓という非日常の中で、彼ら
は、誰からも邪魔されることなく、自然のゆったりしたリズムの中でじっくりと物思いに耽る
ことができます。あるものは満天の星空の下で遙か遠くを眺めたり、またあるものは朝靄の中
でわけもなく散策したりと、それぞれの独りを楽しむにも絶好の場所です。自然に還ると誰も
がなぜかピュアな気持ちになり、物事の出発点に立ち戻るように促されるものです。かくして
今年もまたご厄介になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

上越教育大学
副学長　加藤　泰樹

通称、妙高合宿！

【主な職歴】
昭和６２年４月　東京家政学院短期大学講師
平成　２年９月　上越教育大学学校教育学部講師
平成　４年９月　上越教育大学学校教育学部助教授
平成１３年８月　上越教育大学学校教育学部教授
平成１５年４月　上越教育大学学校教育学部附属小学校長
平成１９年４月　上越教育大学大学院学校教育研究科教授
平成１９年４月　上越教育大学学校教育総合研究センター長
平成２０年４月　上越教育大学学校教育実践研究センター長
平成２１年４月　上越教育大学副学長
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子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

「
自
然
体
験
」を
さ
せ
た
い

目
で
見
て
、肌
で
感
じ
て
、脳
や
心
・
体
全
体
で
記
憶
し
て
…

大
人
に
な
っ
て
、「
あ
、懐
か
し
い
」と
思
え
る
よ
う
な
、

心
に
残
る
景
色
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

「
自
然
体
験
活
動
」を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
は
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
目
的
と
し
た
青
少
年
対
象
の
事
業
、
青
少
年
が
よ
り

よ
い
体
験
活
動
を
行
え
る
よ
う
青
少
年
教
育
、
社
会
教
育

関
係
者
等
指
導
者
を
対
象
と
し
た
事
業
、
ま
た
、
よ
り
多
く

の
方
に
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家 

事
業
・
研
修
案
内



平成22年度募集型事業一覧

事　業　名 期　　間 対　　象 募集人数
(人）

【企画事業】
妙高ジュニア・アドベンチャー2010

7月25日（日）～8月8日（日） 
14泊15日

小学校５・６年生の男女 18名

【企画事業】
小学校長期自然体験活動指導者養成研修

前半
1泊2日×2回 どちらかを選択 
9月18日（土）～9月19日（日） 
9月25日（土）～9月26日（日） 
後半
1泊2日×2回 どちらかを選択 
10月30日（土）～10月31日（日） 
11月  7日（土）～11月  8日（日）

小学校の長期自然体験活動の全
体指導者(20歳以上)または補助
指導者(18歳以上)として活動・
協力する意志のある者

40名

【企画事業】
ＭＹＯＫＯボランティア養成所

7月10日（土）～11（日）1泊2日
青少年教育に興味 
関心がある者(高校生以上）

30名

【連絡協力促進事業】
豊かな体験活動推進フォーラム

11月13日（土）～14日（日）
教職員・社会教育関係者・ 
一般・大学院生・大学生

100名

【連絡協力促進事業】
学社共同参画セミナー

① 8/10（火）～12（木）2泊3日
② 2/25（金）～27（日）2泊3日

大学生
①30名
②30名

【研修支援事業】
妙高プログラム体験会

年4回 当所利用団体指導者 各回30名程度

【研修支援事業】
心の冒険教育指導者養成研修

コース① 6/12（土）～13（日）
コース② 6/11（金）～13（日）

教職員・社会教育関係者・ 
一般・学生

コース① 20名 
コース② 15名

【研修支援事業】
妙高ネイチャープログラム

指導者養成研修
7月2日（金）～4日（日）

教職員・社会教育関係者・ 
一般・学生

20名

【研修支援事業】
ふるさと妙高とともに歩もう

フェスティバル
10月2日(土)～3日(日) 一般・家族会員 2,000名



10,000人以上
5,000人以上
1,000人以上
500人以上
100人以上
１人以上

（　）内は人数

１位　新潟県
2位　東京都
3位　長野県
4位　愛知県
5位　埼玉県

愛知県
（5,949）

石川県
（410）大阪府

（1,617）

三重県
（286） 東京都

(14,543）

千葉県
（3,411）

鹿児島県
（188）

沖縄県

長崎県
（213）

諫早

埼玉県
（5,312）神奈川県

（2,634）

和歌山県
（195）

奈良県
（372）

京都府
（142）

富山県
（1,079）

夜須高原

北海道
（290）

青森県
（14）

岩手県
（34）

秋田県

宮城県

福島県

茨城県
（８）

栃木県
（309）

岐阜県

静岡県
（943）

愛知県
（5,949）

石川県
（410）

福井県
兵庫県
（834）

大阪府
（1,617）

三重県
（286） 東京都

(14,543）

山梨県
（496）

千葉県
（3,411）

新潟県
（73,239）

群馬県
（3,423）

長野県
（12,169）

山形県

岡山県
広島県

島根県

香川県

徳島県

鳥取県

●大雪

●岩手山

★日高

★花山

立山★
★那須甲子

妙高

★

★吉備
★

曽爾
★

若狭湾
★

●磐梯

★青少年自然の家
●青少年交流の家

●赤城
●乗鞍

淡路●
●中央

●
能登

田島

埼玉県
（5,312）神奈川県

（2,634）

和歌山県
（195）

奈良県
（372）

滋賀県

京都府
（142）

富山県
（1,079）

★

室戸

信州高遠

施
設
の
概
要
と
利
用
状
況

宿泊定員／300名 敷地面積／1,316,939m2　　建物延床面積／13,594ｍ2

カ
シ
オ
ペ
ア
棟

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
棟

オ
リ
オ
ン
棟

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

ペ
ル
セ
ウ
ス
棟

大田切川

サービス棟

2,138m2

所長室、事務室、保健室、
会議室、学習室、ゲストルーム

宿泊棟

3,155m2

オリオン棟、ペルセウス棟、
カシオペア棟、アンドロメダ棟

プレイホール棟

1,865m2

プレイホール、クラフトルー
ム、スキールーム、乾燥室

コスモス銀河棟

3,702m2

ダイニングホール銀河、売店、
浴室、ミーティングルーム

キャンプ場

679m2
キャンプセンター、炊事棟、
野外便所

プ
レ
イ
ホ
ー
ル
棟

ふれあい棟

745m2
調理、陶芸等実習室

第２野外炊事場
56m2

392m2

天体観測デッキ、学習室、
いろりの間、指導準備室

スバルホール

1. 都道府県別利用状況（平成20年度）

平成21年 10月
延べ利用者数２００万人を達成しました

施設概要

O p e n  t h e  D o o r !   2 0 1 0 2021



愛知県
（5,949）

石川県
（410）大阪府

（1,617）

三重県
（286） 東京都

(14,543）

千葉県
（3,411）

鹿児島県
（188）

沖縄県

長崎県
（213）

諫早

埼玉県
（5,312）神奈川県

（2,634）

和歌山県
（195）

奈良県
（372）

京都府
（142）

富山県
（1,079）

夜須高原

広

島

山口県

福岡県
佐賀県

大分県

宮崎県

高知県

愛媛県

鹿児島県
（188）

沖縄県

熊本県

長崎県
（213）

★

諫早

★

★

●沖縄

大洲●

阿蘇●

三瓶●

●江田

★
山口徳地

夜須高原

大隅
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12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

200
180
160
140
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100
80
60
40
20
0

4月 5 6 7 8 1 2 39 10 11 12

延利用者数 利用団体数

その他
官公庁・企業等
家族
青少年団体
学校
利用団体数

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
平成3年度

延利用者数

宿泊

日帰り

2019181716151413121110987654

利用団体数延利用者数

延利用団体数

宿泊

日帰り

22,384

20,651

1,733

414

396

18

79,608

75,610

3,998

1,193

1,142

51

111,129

107,003

4,126

1,567

1,507

60

115,424

112,546

2,878

1,547

1,503

44

118,660

116,363

2,297

1,537

1,504

33

107,380

105,995

1,385

1,368

1,343

25

104,153

102,597

1,556

1,247

1,224

23

106,797

104,630

2,167

1,148

1,116

32

101,182

98,780

2,402

919

883

36

102,330

98,993

3,337

864

823

41

100,094

91,344

8,750

941

797

144

107,047

96,939

10,108

1,105

849

256

112,670

101,121

11,549

1,276

1,018

258

117,626

106,330

11,296

1,379

1,084

295

123,858

109,499

14,359

1,378

1,017

361

127,632

113,857

13,775

1,266

977

289

129,112

116,468

12,644

1,218

928

290

128,110

112,755

15,355

1,206

916

290

日帰り延利用者数
宿泊延利用者数

日帰り利用団体数
宿泊利用団体数

2. 年度別利用状況

3. 月別利用状況
　　 （平成20年度）

4. 団体種類別（平成20年度）

学校

青少年団体

家族

官公庁・企業等

その他

525

288

98

67

228

1,206

80,660

26,423

1,248

5,642

14,137

128,110

63%63%63%
年 間年 間年 間

24%24%24%

21%21%21% 8%8%8%
6%6%6%

19%19%19%

11%11%11%
4%4%4%1%1%1%

43%43%43%

区 分

合 計

利用団体数 延利用者数

※ 内側の円は「利用団体割合」を、外側※ 内側の円は「利用団体割合」を、外側
の円は「延利用者割合」を示します。の円は「延利用者割合」を示します。
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「
い
い
日
常
」
が
こ
こ
に
あ
る

2223

  

み
な
さ
ん
！
こ
ん
に
ち
は
!!
国
立
妙
高
青
少
年
自

然
の
家
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
も
13
万
人
近
い
方
々
が
当
施
設
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
、
10
月
に
は
、
開
所

（
平
成
３
年
）
以
来
延
べ
２
０
０
万
人
達
成
記
念
式

典
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
全
国
の
皆
様
方
は
も

ち
ろ
ん
こ
の
施
設
が
あ
る
近
隣
の
市
・
教
育
委
員
会

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

  

当
自
然
の
家
は
、
学
校
の
延
長
線
上
に
あ
る
宿
泊

を
伴
う
教
育
施
設
と
し
て
、
大
自
然
の
中
で
学
校
や

家
庭
で
は
日
常
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
多
様
な

体
験
（
い
い
日
常
）
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
た
く

ま
し
く
心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
願
い
で
す
。



　

も
っ
と
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
を
親
元
か
ら
大
自

然
に
解
き
放
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や

活
動
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
人
間
本
来
の
生
き
る
力

や
豊
か
な
感
性
を
思
う
存
分
磨
き
、
将
来
の
び
の
び

と
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
創
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
!

　

昨
年
の
行
財
政
刷
新
会
議
に
お
け
る
事
業
仕
分
け

で
、業
務
内
容
の
必
要
性
等
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、

施
設
の
存
続
に
つ
い
て
は
地
方
も
し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
へ
の
移
管
と
い
う
方
針
が
出
ま
し
た
。

　

私
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
体
験
活
動
が
世
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
青
少
年
期
に
お
け
る

自
然
体
験
や
社
会
体
験
活
動
の
必
要
性
・
重
要
性
を

今
後
と
も
機
会
あ
る
ご
と
に
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
３
月

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家　

所
長　

川
﨑　

幸
一

　国立妙高青少年自然の家では、以下の方々から多大なご寄付をいただきました。
　なお、ご寄付をいただいた場合は、サービス棟玄関ホールやホームページによりご
報告させていただいております。

○協賛金・支援金（五十音順）
(有)アイビーオート、家’Sハセガワ(株)、(有)内田紙店、(株)大谷ビジネス
大塚製薬(株)長岡出張所、岡本石油、(株)小川クラウン、頸南バス(株)、(株)謙信堂
高坂防災(株)、国際自然環境アウトドア専門学校、信越ペプシコーラ販売(株)上越支店
新星建機工業(株)、新東産業(株)上越支店、(株)第一印刷所上越支店、(株)高舘組
(株)桐朋、(有)永田印刷、(株)ニッコクトラスト、(株)バーツプロダクション
パナソニック(株)セミコンダクター社新井工場、(株)浜田材木店、早川雅雄
ホシザキ北信越(株)上越営業所、(株)丸山酒造場　
三国コカ・コーラボトリング(株)上越支店、(株)妙高、
妙高観光開発(株)妙高カントリークラブ、(株)横瀬オーディオ、(株)渡辺リネン
 

○助成金
笹川スポーツ財団業務部スポーツエイドチーム
　助成事業名：ウォータースポーツエイド助成事業
　助成課題名：妙高ジュニアアドベンチャー２００９

財団法人河川環境管理財団（河川環境総合研究所）
　助成事業名：河川整備基金助成事業
　助成課題名：「新学習指導要項に対応した水環境教育プログラムの充実」

安藤スポーツ・食文化振興財団
　助成事業名：第８回トム ･ソーヤースクール企画コンテスト
　助成課題名：妙高ジュニアアドベンチャー２００９

私たちは子どもたちの自然体験活動を応援し
ています。
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